
★ D 23 - 2 - 1 細要素事業名
被災者へのコミュニティバス運行支
援事業（巡回バス、直行バス、利用
者調査業務）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

【事業概要、基幹事業との関連性】

交通確保が困難な被災者（仮設住宅居住者含む）のため、通院・通学・買い物等の日常生活

に必要な交通手段を確保するため、仮設住宅や既存集落と市街地を結ぶ巡回バス及び津波に

より被災市町内の全区間が運休しているＪＲ常磐線の浜吉田駅までの直行バスを運行するもの。

また、復興の進捗状況に合わせて、町民バスの運行改善が必要なことから、引き続き調査事業

を実施する。（乗降者へのアンケート調査結果により、住民ニーズを把握し、随時（平成24年度は

3度）運行ルートや時刻表の改正を行っている。）

○事業予定期間

・巡回バス

新山下駅周辺地区、宮城病院周辺地区、新坂元駅周辺地区の新市街地整備が完了し、

被災者の住宅建築が完了する平成27年度までを予定（仮設住宅存続期間中）。

・直行バス

ＪＲ常磐線が復旧されるまでの平成29年度を予定。

※山元町震災復興計画該当箇所及び概要

・重点プロジェクト‐（3）人口減少・少子高齢化プロジェクト

・JR常磐線山下、坂元の新駅が建設されるまでの間、通勤・通学者の交通手段の確保と

所要時間の短縮を図るため、代替交通機関の運行体制を確保します。

○運行の概要

・巡回バス

◆浜吉田・花釜線 運転開始６：００ 運転終了１９：３９

◆高瀬・太陽ニュータウン線 運転開始６：１０ 運転終了１９：０９

◆八手庭・山寺線 運転開始９：３０ 運転終了１７：２７

◆久保間・中山線 運転開始６：００ 運転終了１８：５７

◆上平線 運転開始６：０２ 運転終了１８：５６

・直行バス

◆坂元駅（西）←→浜吉田駅西 運転開始５：１２ 運転終了２３：３５

上記６路線を原則６台体制（※）で運行。

※高瀬・太陽ニュータウン線と八手庭・山寺線は1台で2路線を運行している。

その他路線は1路線につき1台で運行、満車時の増便対応・故障・点検時のための

予備1台を合わせ6台体制となる。



★ D 15 - 1 - 2

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号 細要素事業名
新山下駅周辺地区津波復興拠点公共
施設整備調査事業

【事業概要、基幹事業との関連性】

山元町復興計画では、新市街地である新山下駅周辺地区津波復興拠点エリア内において

子育て拠点整備事業（保育所、子育て支援センター、児童館の合築施設の整備）を進め、

子育て世帯が住みやすい町を構築することによって、震災後、深刻な課題となっている若い世

代の流出を防ぎ、町の担い手となる子育て世帯の帰還や定住化を促すこととしている。

新山下駅周辺地区津波復興拠点エリア内において保育所複合化・多機能化施設の基本設計

を実施し、津波復興拠点エリア内の公共施設整備を円滑に進めることにより津波復興津波復興

拠点整備事業の効果を促進させることができる。

・整備予定地：新山下駅周辺地区 津波復興拠点エリア内

・整備予定面積：約2,211㎡

・保育所（延床面積約1,501㎡）

〔内訳〕東保育所分496.07㎡ 災害復旧・新保育所分1,004.93㎡町単費

・子育て支援センター（延床面積約150㎡）

・児童館（延床面積約560㎡）

○基本設計の内容

・諸条件の整理

・構造計算

・概略図面作成

・概算工事費算出

○スケジュール

・基本設計 平成26年 6月から平成26年10月

・実施設計 平成26年10月から平成27年 2月

・工事実施 平成27年 5月から平成28年 3月



★ D 15 - 1 - 3 細要素事業名
復興事業に活用する再生資材確保事
業

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

【事業概要、基幹事業との関連性】

著しい被害を受けた山元町沿岸部（全・半壊家屋約３，２００棟）の復興のため、今後、新・山下

駅及び新・坂元駅を中心とする新市街地整備（津波復興拠点整備事業等）、高盛土道路の整備

等を進める必要があり、当該事業において、多量の土砂・砕石等の資材が必要となり、資材確保

が復興を円滑に進めるための課題となっている。

東日本大震災により山元町では、多量の災害廃棄物が発生し、土砂やコンクリートがらなどにつ

いては、順次、再生資材化を行っており、災害廃棄物の処理が完了する平成２５年度末から、復興

事業が本格化する平成２６、２７年度までの間、以下の復興交付金事業で利用する土砂・砕石等

の再生資材約６３万ｍ3を仮置きするためのストックヤードを確保するもの。

再生資材利用見込みの復興交付金事業

（利用量は現時点での見込みであり、進捗に応じて調整。）

・新市街地整備（津波復興拠点整備事業等）〈２６年度〉 ７０，０００ｍ3

・県道相馬亘理線整備事業（高盛土道路）〈２６・２７年度〉 ５６０，０００ｍ3

再生資材量及びストックヤードの規模

・再生資材量 ：６３万ｍ3

・ストックヤードの規模 ：１２．６ha（１２５，５０４．７ｍ2）

※土砂については、約５３万㎥と量が多いため、１０ｍ高で積み上げ仮置きすることとし、

その他の再生資材４種類１０万㎥については、それぞれ、５ｍ高で積み上げを行うこととし

必要規模を算定。


